






緒言 

新生児期は第Ⅱ,Ⅶ,ⅨX およびⅩ因子等のビタミン K 依存性凝固因子の活性が生理的に低

下し，新生児出血症の一因となっている。一方,これらの新生児出血症とは別に,生後 1ヵ

月前後の一見正常な幼若乳児において,突然遅発型ビタミン K 欠乏症に基づく重篤出血傾

向が出現することが数多く報告されるようになった。この遅発型ビタミン K欠乏症は基礎

疾患のない生後1～2ヵ月の母乳栄養児に好発するので乳児特発性ビタミンK欠乏症と呼称

されている。本疾患の不顕性椥態(潜在患者)は正常乳児にも当然存在することが予期され,

今回,著者らはこれら出血症の発現予防に寄与する目的で生後 1 ヵ月～12 ヵ月までの母乳

栄養児と人工又は混合栄養児を対象にビタミンK依存因子のうち第Ⅱ因子(257例),第Ⅸ因

子(257 例)およびプロテイン(126 例)を測定し,検討した。 


